
千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

■ 増加 □ 横ばい □ 減少 □ かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

□ 十分寄与する ■ 概ね寄与する □ □ できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

□ 十分できている ■ できている □ □ できていない

■ さらに重点化する □ 現状のまま継続する □ 見直しのうえ継続する

□ 事業の縮小を検討する □ 休止、廃止を検討する

平成２５年度 事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名
後三年合戦関連遺跡発掘事業
（H24事業名：文化財発掘事業）

担当課名 生涯学習課

総合計画の
主要施策名

史跡・遺跡・文化財等の保全と保護 4512

事業の目的
郷土の歴史は、地域にとっての誇りと愛着をもたらす精神的拠り所となる。その拠り
所となる史跡や文化財に対する理解を深め、保護と活用を推進する。

事業コード

事業の内容 町内遺跡発掘調査

事業の対象 川端山Ⅲ遺跡、川端山館跡、鎧ケ崎城跡

事　業　費
年度・区分 平成24年度決算 平成25年度決算 平成26年度予算

金　　　額 8,677 3,131 5,441

事業の効果等
・郷土史の解明されていない部分の研究が進展することが期待できる。
・発掘調査や遺物の整理を行って歴史教育に活用し、学習する機会を設けること
で町の歴史に対する関心と理解を深めることができる。

実績・成果等
（数値）

川端山Ⅲ遺跡の発掘調査・整理作業、川端山館跡・鎧ヶ崎城跡の遺跡踏査、
金沢柵公開講座（主催：横手市教育委員会　共催：美郷町教育委員会）約200人

外部評価 Ｂ 評価委員意見 部局評価のとおり

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

判定説明
及び考察

調査が行われ、検証されることで郷土史のこれまで解明されていなかった部分の研究
が少しずつ進展している。また、調査成果についての発表の場や出土した遺物に触れ
る機会を設けたことで、町の歴史への関心と理解が深まってきている。

事業の
方向性

事
業
の
評
価

あまり寄与していない

あまりできていない

あまりできていない

美郷町教育委員会
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